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第 3 章では、既存の植物群落における 3 つの微気象観測データと、本論文で提案したモデ、ルを含む 4種類の乱流モ
デ、ルを用いた計算結果との比較を行い、乱流モテ、ルにおいて、キャノピー内の乱流の生成と消滅に関する特有の現象
である「植生による乱れのショートサーキット過程」導入の必要性を明らかにしている。
第 4 章では、 1 次元植物キャノピーモデルを 3 次元大気環境モデ、ルの境界条件に適用し、キャノピーモデ、ルの適用
性や特性検討を行い、植生内部における特有の微気象現象を再現できることなどきわめて有効であることを明らかに
している。
















(3) 1 次元植物キャノピーモデルの応用として、そのモデルを 3 次元大気環境モデルの境界条件に適用し、 3 次元
大気環境モデ、ルにおける境界条件へのキヤノピーモデ、ルの適用性や特性検討を行い、植生内部における特有の
微気象現象を再現できることなど、モデルがきわめて有効であることを明らかにしている。
凶) 神戸地域を対象としたシミュレーションに適用し、アメダスの観測値との比較を行い、 1 次元植物キャノピー
モデ、ルが実用面でも有効で、あることを明らかにしている。
以上のように、本論文は大気への植生の影響をより正確に解析できる手法を提案し、大気・植生間の輸送関係を明ら
かにしており、植生の都市温熱環境緩和効果を評価するための有用なツールを開発しており、地球総合工学に大きく
寄与するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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